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空き家対策の全体像

○空き家の課題：防災（倒壊・火災等）、防犯、不法投棄、衛生（ごみ・動物・雑草・樹木等）、景観 など

○空き家特別措置法（H26制定、R5改正）等に基づき、管理・活用・除却等を推進

発生抑制 適正管理・活用 除却

調査

周知
・

相談

支援

指導

実態把握（税情報、水道・電気・ガス利用情報等の活用）、計画策定

相談窓口

チラシ等の配布（固定資産税納税通知、おくやみ手続き（相続人向け）等）

改修費補助（補助率1/3等） 除却費補助（補助率2/5等）

活用に向けたマッチング
（空き家バンク、借上げ等）

管理不全空き家 特定空き家

※倒壊等著しく保安上危険となる
おそれのある空家等

※いずれ特定空き家化するおそれの
ある破損・腐朽等のある空家等

➡勧告により固定資産税の住宅用地特例＊の適用を解除

➡➡命令、代執行

税負担軽減
（固定資産税住宅用地特例＊解除分）

＊最大５／６を減免（税負担を最大１／６に軽減）
１



空き家対策に係る国・県の取組み

○改正空き家特措法（R5）等により、制度メニューが拡充されている

○県は、法に基づく措置や補助金の活用に係る技術的な支援を実施

２

改正空き家特措法（R5～）等による近年の拡充メニュー

県の取組み

法

補
助

○管理不全空き家制度の創設 ➡特定空き家に加え、新たに指導・勧告対象に

○所有者把握に係る要請 ➡電力・ガス会社等に情報提供を要請可能に

○財産管理人制度（※）の運用改善 ➡市町村長が選任請求可能に（従前は利害関係人のみ）
（※）裁判所の選任に基づき所有者不明空家の管理・処分を行う

○空家等管理活用支援法人制度の創設 ➡普及啓発や相談対応に応じる法人を
市町村が指定可能に

○「管理不全空き家」の判断基準指針の策定（検討中）

○奈良県住生活ビジョン等の計画策定を通じた周知・普及啓発

○予算要望を通じた補助金の柔軟活用に係る個別相談・技術支援

○空き家対策連絡会議を通じた制度動向・先進事例等の情報発信 等

（※）○市町村が実施する場合
➡国2/5、市町村3/5

○代執行等の場合
➡国1/2、市町村1/2

（※）○市町村が実施する場合
➡国1/2、市町村1/2

空家等管理活用支援法人が実施する場合
（最大３年、相談・周知等の経費含む）



空き家活用に係る課題

○空き家は増加傾向にある一方、
賃貸・流通等を通じ活用につながる事例はごく一部に限られる

空き地等所有者の意向

近年、行政、民間、又はその連携により、
空き家所有者の意向に寄り添った先進事例が生まれている

■まちづくりのための
利活用に対する
賃貸意向

（空き地等に関する所有者アンケート H29年 国土交通省（n=5000））

■売却・賃貸のため
の情報提供

借り手や利活用方法等次第で
貸すことも考える

貸すことは考えられない

貸すよりも売りたい

無償で貸してもよい

広く一般に提供してもよい

自治体や信頼できる団体の内部
利用であれば構わない

自治体の内部利用であれば構わない

友人・知人等の関係者に限って
情報を提供する

情報の提供は一切行わない

信頼できる
主体にしか
提供したく
ない

45.8%

24.8%

20.7%

7.6%

16.5%

18.2%

15.1%

34.4%

15.6%

３



事例① 行政担当者による一元化相談窓口／
行政による所有者と活用者のマッチング（生駒市）

○空き家の相談対応・マッチングにおいて、所有者の想いや意向を尊重して丁寧に
アプローチすることで、実績につながっている（H28～R5の7年で空き家が１割減少）

空き家流通促進プラットホーム（H30～） 恋文不動産（R4～）

○市が事務局となり、職員が直接所有者から
の相談に対応し、事業者からオーダーメイ
ド型の専門的支援を受ける

○物件見学会や活用プランのプレゼンの機会
を通じ、市が伴走して、借りたい人の思い
を家主につなぐ

8月 10月 11月 1･2月

エントリー 候補者決定 マッチング
パーティー

所有者と
対話できる場
（建築士同席）

プロフィール
や活用プラン

を提出

活用プランの
プレゼンを通じ

所有者が
活用者を決定

プラン
実現へ

メンバー

宅建士、建築士、
司法書士、NPO、銀行、
土地家屋調査士、工務店

物件見学会

所有者の
意向を踏まえ
候補を絞る

※生駒市資料に基づき県が作成
４

＃ 活用意向等のヒアリング
＃ 情報提供の同意書

＃ 一般的な業務
＃ 媒介業務 ＃相続登記

＃ 月１回の流通促進会議



事例② 村の総合力を発揮した継続的な移住・定住対策の推進／
所有者と行政との顔の見える関係づくり（川上村）

○村への移住・定住について、部局横断で長年にわたり取組を検討・実施・継続
○空き家活用による移住者の定住・既存集落の維持を図る取組を検討

かわかみ
ワーク

（事業協同組合）
組合加入 雇用

派遣

働
い
てほ
し
い
！

仕事づくり

❶部局横断による、移住のための取組／川上ing作戦（H25～）累計移住者：５５世帯

村内の事業所

暮らしづくり
かわかみらいふ

村営住宅の整備
シェアハウスの整備

住まいづくり

マルチワーク型の正規雇用

仕事・住まい・暮らしを巡る移住希望者向け「川上ingツアー」を継続実施

❷部局横断による、集落内の空き家を活用し、移住者の定住と既存集落の維持を図る取組（R5～）

○既存集落の空き家予備軍の把握
→今後、年々変化する住宅や所有者の状況に寄り添った適時適切なアプローチを検討

○既存住民と移住者とが歩み寄れる仕掛けづくりの検討

働
き
た
い
！

村民・移住者

＜これまでの課題＞ ○今後も継続的に移住者を受け入れるためにはハード不足
○既存集落内の空き家に移住する場合はお互いに歩み寄りが必要

※川上村資料に基づき県が作成

林業、食料品製造業、木材・木製品製造業、
金属製品製造業、小売販売業、飲食店業、
宿泊業、福祉・介護事業など

（一社）かわかみらいふ

○移動スーパー事業
・歯科衛生士・
看護士の同行

○宅配事業

○ふれあいセンター
・カフェ/サークル/習い事
・巡回診療

○ガソリンスタンド
（公設民営） など

空き家の活用

５



事例③ 所有者の意向に寄り添った民間プラットフォーム

さかさま不動産

借りたい人が
「やりたい思い」を投稿

物件情報サイト

貸したい人が
物件情報を掲載

さかさま不動産（株式会社On-Co）

○所有者と活用者との人間関係・信頼関係の構築に重きを置いた
民間のマッチングサイトも生まれている

○売り手、買い手が「直接交渉」

○どんな不動産でも掲載が可能（掲載条件なし）

○買い手からの質問や内覧の対応を
売り手自身が行う

○売買の条件や金額についても双方の合意で決定

○商談がまとまってからは、宅建士が契約の書類な
どすべてとりまとめる

○借り手が「やりたい想い」（地域・プロフィール・希
望物件の条件・やりたいことの内容・理由）を投稿

○貸し手（大家さん）が借り手の「やりたい想い」
を読み、応援したい借主を探す

○借り手も、貸し手もLINEで簡単に登録

○さかさま不動産が両者をマッチング

○自治体やまちづくり団体との連携事例も

売
り
手

買
い
手

仲介
会社

仲介
会社

物件情報
サイト

売
り
手

買
い
手

家いちば

掲示板サイト

依頼 掲載 紹介閲覧

代理交渉

物件情報を
直接掲載

一般的な不動産売買

家いちば

一般的な不動産情報サイト さかさま不動産の掲示板

借り手 貸し手（大家さん）

閲覧

空き家Ａ

□□□□□□□
□□□□□□□
□□□□□□□

空き家Ｂ

□□□□□□□
□□□□□□□
□□□□□□□

空き家Ｃ

□□□□□□□
□□□□□□□
□□□□□□□

閲覧・
質問

直接交渉

合意ののち、宅建士が仲介

家いちば（家いちば株式会社）

海の近くで
カフェを開
きたい！

静かな
アトリエが
欲しい！

若者が集ま
る場所を創
りたい！

閲覧

※各社HPや関連記事に基づき県が作成

６


